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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

平成１７年に開設しました１１４名定員のユニット型特養です。 
全室個室でゆとりのある居住空間を提供しています。「その人らしさを大切に」
の法人理念のもと、ご利用者が快適に過ごせるように自立支援を行っていま
す。 

《研究前の状況と課題》 

ユニットでの爪切りでは手指の爪切りの

みになってしまい、足の爪や皮膚の観察が十

分に行なえていなかった。その為、定期的な

爪切りや下肢の皮膚の観察を行ない、皮膚ト

ラブルの軽減が必要だと感じた。

職員に爪切りのアンケートを実施したと

ころ、全職員が定期的な爪切りが必要だと感

じていた。また半数以上の職員が爪切りやフ

ットケアが十分に行なえていないとの回答

が得られた。爪切りが行なえていない理由と

して、皮膚を切ってしまうのが怖い、爪が厚

くて切りづらいなどの意見があった。これら

は職員の知識、技術不足が原因であると捉

え、実施にあたり、看護師からの研修及び指

導を受けた上で安全な爪切りの方法を習得

し、ご利用者のフットケアのより良い実践を

行なうことが課題だと考えた。

《研究の目標と期待する成果》

研究の目標

・定期的な爪切りの実施。

・積極的に爪切りを行なえるようになる。

・皮膚トラブルの軽減を図る。

期待する成果

・職員の不安を取り除き定期的な爪切りの実

施。

・全職員が統一した知識や技術を習得するこ

とで、積極的に爪切りを実施する。

・フットケアを取り入れることで皮膚トラブ

ルの軽減を図る。

爪切りが利用者と職員を変える主題

定期的な爪切りとフットケアの取り組み 副題

特別養護老人ホーム 多摩の里けやき園事業所４ヶ月

意識改革 
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《取り組みの結果と評価》

・職員が互いに声をかけあい定期的な爪切り

が行えるようになった。

・足浴やアロママッサージを行なったご利用

者からは下肢の乾燥が軽減された。

またリラックスされ気持ちが良かったと

喜んでいただくことができ、さらに下肢の

痛みが軽減されたとの声も聞かれた。

・知識、技術の習得ができたことにより職員

の爪切りへの意識の変化が生まれ、積極的

に声掛けを行い、爪切りが行なえるように

なった。

・職員一人ひとりがやりがいを感じることが

でき、ケアに対するモチベーションの向上

にも繋がった。

《まとめ》

・整容の一つである爪切りを行なったこと

で、身近なケアを改めて見直すことができ

た。

・今後も、ケアの見直しを行ない職員間の意

見交換をした上で、より良いサービス提供

を目指す。

《具体的な取り組みの内容》

実施方法

・爪切り、フットケアについて事前アンケー

トにて意識調査を行なう。

・看護師から爪切りについての指導及び研修

を受ける。

・爪切り、フットケアの方法を習得、統一す

る為、マニュアルを作成する。

・入浴時に手足の観察を定期的に行なう。

・爪切り確認表を作成し、定期的な実施が確

認できるようにする。

・爪、角質が軟らかくなる入浴後に、手指と

足指の爪の状態を確認し爪切りを実施す

る。

・フットケアは入浴日以外の週２日を実施日

とし、足浴やアロママッサージを行ないリ

ラックス効果と血行促進を図る。

・取組み１か月後に再度職員の意識調査アン

ケートを行ない、実施に不安のある職員に

は個別に指導を行なう。
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